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◆「繋ぐ・私たちの言葉－静岡で心豊かに－」 SDKGs ( 静大の国語を愛する学生達)

しずおか中部連携中枢都市圏地域課題解決事業 （ 静岡市高齢者福祉課 ）

ICT化が進むコロナ禍の中、安易に情報が得られ表面的な交流も急増している。人と人との関わり
方が難しくなっている今こそ、実体験を伴う心温まる言葉を紡ぎ出して数多くそれに触れ、言葉や文章
を活用した「人との繋がり」を大事にしたい。そこで次年度に引き続き実施した高齢者と学生との短歌
作りの交流を、心豊かな社会の構築に向けて、感情を表す言葉を軸に行った。今回も歌集にまとめた。

◇市内各所での対面交流

・ 7/13 （水）今宿シニアクラブ：11名 ・ 8/22（月）船越老人福祉センター：16名
・ 8/26 （金）北部交流センター：9名 ・ 9/ 7 （水）入山シニアクラブ：13名
・ 9/29（木）蒲原老人福祉センター：8名 ・10/ 5（水）南部交流センター：11名
・10/27（木）折戸老人福祉センター：17名 ・10/29（土）足久保生き生きクラブ：14名

◆SDKGs ( 静大の国語を愛する学生達)× 静鉄グループ 共催企画
静岡の持続可能なミライへ繋ぐわたしの言葉 -短歌に想いを乗せて-

「COOL CHOICE 2022 in しずおか-みんなではじめるエコな選択-」
しずてつ（未来事業創造部）の方の協力を得て、Twitter（11/19-12/4）と

イベント（駿府城公園）ブース内に投稿箱を設置(11/19）し、「ことばを紡ぐ」
活動を広く展開した。予想よりもTwitter投稿は少なかったが、応募用紙と
合わせて 62点の応募作品より、最優秀賞等を選出した。シニアの方を含
めた地域の方に対して、SDGｓへの意識を高揚させる契機になった。
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・青木夢稀 ・伊藤彩花 ・清水彩果 ・杉本真緒 ・永友真由 ・宮澤杏佳
・川嶋桃子 ・白石那奈絵 ・佐久間健 ・杉本冬衣 ・田中千尋 ・内藤悠貴
・増渕航暉 ・松山明日香 ・犬塚咲蘭 ・島陰大輔 ・増元明日菜

プロジェクトリーダー

・国語 ・書道 ・書字
・心の教育 ・文字文化 ・日本文化

【研究テーマ】

□ 「ことばを紡ぎ、人を繋ぐ」交流活動

□ 個人研究者 ■ 研究者・学生等による共同プロジェクト □ プロジェクト研究所
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◆「共に学ぶ」場の設定による地域共生社会実現への貢献

大学生と対象者とが、共にことばを紡ぎ合う「学びの場」を設定することによって、各々の限定的なコ
ミュニティを異年齢へと拡げ展開し、双方の心豊かな生活に繋がる幸せな出会いが可能になる。異年
齢、多文化共生、バリアフリーも意識化でき、他者を認め支え合う地域共生社会が実現できる。

◇これまでの様々な対象者向けの実践（障がい者、外国人、幼児から高齢者まで）
過去には、特別支援学校や授産所に出向き、

令和２年度は焼津市と共同で外国人児童生徒や
技能実習生を対象に｢書カルタ」を作って交流する

日本語学習を展開した。自分の思いを語り書く交
流は 、主体的な活動を可能にし、自然に「輪」が
できて皆が笑顔になる。いずれの対象者に対して
も学生は支援者かつ学びのメンバーである。
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